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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

　・本日、西病棟の冷蔵庫と、南CDユニットの冷蔵庫が交換となります。

· 医療機能評価に向けて

　　　　病棟・病室内の整理整頓をすること

　　　　基本的なことですが、トリゾンラブをきちんと携帯する事

　　　　基本理念を言えるようにする事

· 私達の理念

みんなのために　あなたのために　わたしのために

· 基本とする方針

1、 すべての人達に、分け隔てない最善の医療を提供するよう努めます。

2、 社会の要請（ニーズ）に応じて、自分達の出来る事を、実直に行っていきます

3、 利用者本位を基盤とした、こころ暖かな医療環境の提供に努めます

4、 安心して受けられる安全な医療の提供に努めます

5、 自分達の仕事に誇りと責任を持ち続けます

6、 自らに満足のいく仕事内容であるよう専念いたします

· 看護領域　基本方針

1、 私達は、あらゆる看護活動を通して地域のニーズを的確に把握し、自らが持　

つ知識・技術を提供する事により、地域の期待に応えます。

2、 私達は、患者様やご家族の意向を尊重しながら、個々にふさわしい生活を安定して送る事が出来るようにお手伝いします

3、 私達は、看護のプロフェッショナルとして積極的に自己研鑽に努め、自らの専門的知識・技術の向上を図り、自己実現を果たします。

· 南病棟の病棟目標

1、 認知症患者様を理解し、看護サービスの向上を図る

1 認知症の症状の理解

2 プログラムの充実

3 ケアプロセスの充実

2、 ユニット体制の確立

1 ユニット別看護基準・手順の作成

＜患者様連絡事項＞

· 佐々木利男様

発熱が続いている為、臨時薬（ダーゼン、ムコソルバン、サマセフ）が3日分、継続処方となっています。

引き続き、身体状況、食事・水分摂取状況、排尿状況など観察して行きましょう。

· 坪邦俊様

家族様の希望で、主治医と面談したいとお話受けていましたが、主治医に確認し、8/28（火）15時からとなりました。ご家族には連絡しています。

＜週間連絡＞

· 今週の8/23、8/24、医療機能評価があります。

· 8/24は、歯科受診があります。対象の患者様は、細越国雄様、鈴木サダ様、谷内愛子様です。

＜プログラム改善案＞

· 来月に向けて

　　　9月の敬老の日、患者様に紙芝居を披露する事を考えています。

　　　また、その時、お茶など（いつも飲んでいるものと変わりないものですが）をお出しする予定でいます。

<患者様ＮＣＰ>

· 細越国雄様

8/15（水）頃より、洗面器を持って、Ａユニットの玄関周りにて、外泊などの予定も無いのに、「迎えが来るんだ」等の発言あり、落ち着きの無さ、帰宅願望見られていることから、ケアプラン追加となっています。

＃2　帰宅願望による無断離院の危険性あり

　　　Ｐ2　安心して生活を送る事が出来る

1 妄想的な話をしてきたら、ゆっくり話を聞き、肯定も、否定もしない

2 所在の確認

3 Ａユニットにいる時は介入

4 ②③の後の状態観察

　　今後も、本人の行動や、言動、表情など観察していきましょう。また、１７時から入る北病棟のスタッフへも、引き続き注意を促していきましょう。







